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二酸化炭素(CO2)地中貯留は即効的で技術的にも実用可能な CO2 削減技術の一つである。地中貯留の利点として

(1)化石燃料の使用可能、(2)既存技術の応用可能、(3)海底下よりもコスト安、など挙げられる。 

CO2 地中貯留について、その地質や水質、処分容量の見積もりなど様々な角度からの検討がなされてきている。

しかし、新しい技術であるだけに地中における CO2 の挙動がよく分かっていないなど、今後に残されている重要な

研究課題も多い。また、海外の地質、水質は日本のそれらは異なるであろうから、海外での評価をそのまま日本に

当てはめるべきではないだろう。 

そこで本研究は、富士山周辺で採取した玄武岩ガラスの溶解実験から溶解速度定数を求めた。この速度定数を

シミュレーションモデル(Patharc)に用い、長期間に対する玄武岩ガラス―水―CO2 の反応について考察を行った。 

 


